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分
析
リ
ポ
ー
ト

平
泉
秀
樹

　

一
九
九
〇
年
代
の
は
じ
め
か
ら
中
ロ
国
境
を
挟
ん
だ
小
都
市
間
で
、
貿
易
の
急
激
な
増
大
や
国
境
地
区
住
民
に
よ
る
大
量
の
越
境
現
象
（
以
下
「
局
地
的
交
流
」
と
呼
ぶ
）
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
多
数
の
中
国
人
が
人
口
希
少
な
ロ
シ
ア
国
境
地
区
に
押
し
寄
せ
た
こ
と
は
、
そ
こ
で
の
中
国
人
の
存
在
感
を
急
激
に
高
め
、
ロ
シ
ア
社
会
に
緊
張
を
も
た
ら
し
た
。

ロ
シ
ア
国
境
地
区
に
大
量
の
中
国
人
が
流
入
す
る
背
景
に
は
中
ロ
国
境
地
区
の
間
に
極
度
の
人
口
格
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
流
出
圧
力
と
し
て
働
い
て
い
る
た
め
で
あ

る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
中
ロ
国
境
地
区
に
お
け
る
局
地
的
交
流
の
現
状
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
国
境
両
側
地
区
の
人
口
変
化
が
今
後
の
中
ロ
辺
境
地

区
間
に
お
け
る
局
地
的
交
流
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
考
察
す
る
。

●
本
稿
の
対
象
地
区 

　

中
国
と
ロ
シ
ア
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
を
挟
ん
で
西
部
と
東
部
で
国
境
を
接
し
て

い
る
。
そ
の
距
離
は
四
三
一
四
キ
ロ
に
お
よ
び
、
そ
の
圧
倒
的
な
部
分
は
東
部

国
境
に
あ
る
。
中
国
側
で
ロ
シ
ア
と
直
接
に
国
境
を
接
し
て
い
る
の
は
、
西
部

国
境
地
区
で
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
五
四
キ
ロ
）
の
み
で
あ
る
が
、
東
部

国
境
地
区
で
は
内
蒙
古
（
モ
ン
ゴ
ル
）
自
治
区
（
一
〇
一
〇
キ
ロ
）、
黒
竜
江

省
（
三
〇
三
八
キ
ロ
）
お
よ
び
吉
林
省
（
二
一
二
キ
ロ
）
で
国
境
を
接
し
て
い

る
。
他
方
、
ロ
シ
ア
側
で
は
ゴ
ル
ノ・ア
ル
タ
イ
自
治
管
区
、
チ
タ
州
、
ア
ム
ー

ル
州
、
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
お
よ
び
沿
海
地
方
が
中
国
と
国

境
を
接
し
て
い
る
が
、
国
境
の
大
部
分
は
ロ
シ
ア
極
東
地
域
に
含
ま
れ
る
ア

ム
ー
ル
州
、
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
お
よ
び
沿
海
地
方
に
あ
る
。

東
部
国
境
線
の
多
く
は
河
川（
額
爾
古
納
河
＝
ア
ル
グ
ン
河
、黒
竜
江
＝
ア
ム
ー

ル
河
、
烏
蘇
里
江
＝
ウ
ス
リ
ー
河
）
や
湖
（
興
凱
湖
＝
ハ
ン
カ
湖
）
な
ど
の
水

面
上
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
中
国
側
に
つ
い
て
は
東
部
国
境
線
の
七
割
以
上
を
占
め
る
黒
竜

江
省
の
国
境
地
区
（
大
興
安
嶺
、
黒
河
、
伊
春
、
鶴
崗
、
佳
木
斯
、
双
鴨
山
、

鶏
西
、
牡
丹
江
）
を
対
象
と
し
、
こ
の
地
区
を
「
黒
竜
江
省
国
境
地
区
」
と
総

称
す
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
側
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
中
で
中
国
と
直

接
に
国
境
を
接
し
て
い
る
ア
ム
ー
ル
州
、
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
お
よ
び
沿
海
地
方
を
対
象
と
し
、
こ
の
地
区
を
「
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
」

と
総
称
す
る
。
な
お
統
計
の
都
合
上
必
要
な
場
合
に
は
、
黒
竜
江
省
全
体
を
対

象
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

中
ロ
国
境
線
の
両
側
に
は
、
数
多
く
の
指
定
さ
れ
た
通
行
点
（
中
国
側
で
は

「
口
岸
」、ロ
シ
ア
側
で
は"пункт

 пропуска
"

＝
П
П
と
呼
ぶ
）
が
開
か
れ
、

税
関
、
検
疫
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
局
地
的
交
流
は
こ
の
口
岸
を
通
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

黒
竜
江
省
国
境
地
区
と
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
に
は
空
港
を
の
ぞ
い
て
一
五

対
の
相
互
に
開
か
れ
た
口
岸
（
П
П
）
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

は
（
一
〇
カ
所
）
上
記
国
境
河
川
沿
い
に
あ
る
。
河
川
口
岸
（
П
П
）
は
、
河

川
が
結
氷
し
な
い
時
期
は
船
舶
で
、
結
氷
す
る
時
期
は
自
動
車
に
よ
る
氷
上
輸

送
で
結
ば
れ
て
い
る
。
陸
路
の
通
行
点
が
開
か
れ
、
自
動
車
や
鉄
道
で
結
ば
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
数
少
な
い
（
五
カ
所
）（
図
�
参
照
）。
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●
中
ロ
国
境
地
区
に
お
け
る
局
地
的
交
流

　

①
局
地
的
交
流
の
歴
史

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
ロ
国
境
地
区
の
小
都
市
間
で
経
済
的
、
人
的
交
流

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代

初
め
に
か
け
て
黒
竜
江
省
黒
河
市
と
ア
ム
ー
ル
州
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
市

の
間
で
、
政
府
間
協
定
に
基
づ
い
て
双
方
の
公
営
貿
易
機
関
に
よ
る
貿
易
が
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
貿
易
は
、
商
品
価
格
を
振
替
ル
ー
ブ
ル
で
算
定
し
、

原
則
と
し
て
等
価
の
物
々
交
換
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
中
ロ
国
境
地
区
で
の
貿
易
は
国
家
関
係
の
悪
化
に
よ
り
一
度
中
断

し
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
に
国
家
関
係
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中

国
で
改
革
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
再
び
協
定
貿
易
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
二
年
の
政
府
間
協
定
に
よ
っ
て
、
今
後
の
地
方

間
貿
易
は
、
貿
易
方
式
は
物
々
交
換
と
し
、
計
算
単
位
は
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
、
商

品
価
格
は
原
則
と
し
て
当
時
の
国
家
貿
易
協
定
の
設
定
価
格
を
用
い
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
ま
た
双
方
の
貿
易
口
岸
は
、
中
国
側
は
黒
竜
江
省
綏
芬
河
と
内
蒙
古

自
治
区
満
洲
里
、
ソ
連
邦
側
は
沿
海
地
方
グ
ロ
デ
コ
ボ
と
チ
タ
州
ザ
バ
イ
カ
リ

ス
ク
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
九
八
七
年
以
降
、
黒
竜
江
省
黒
河
と
ア
ム
ー

ル
州
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
間
で
も
貿
易
が
再
開
さ
れ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
国
境
地
区
間
の
局
地
的
交
流
は
公
営
貿
易
機
関
に
よ

る
貿
易
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
貿
易
機
関
で
は

な
く
、
企
業
間
の
取
引
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
国
境
地
区
住
民
が

相
互
に
越
境
し
て
取
引
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ふ
れ
た
姿
と
な
り
、
人
的
交
流
も

急
激
に
拡
大
し
た
。
こ
の
時
期
、
経
済
的
、
人
的
交
流
が
急
速
に
進
展
し
た
の

に
は
中
ロ
双
方
に
関
係
す
る
要
因
が
あ
っ
た
。
経
済
的
交
流
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ロ
シ
ア
で
は
ソ
連
邦
の
解
体
・
消
滅
に
よ
っ
て
、
特
に
中
国
東
北
地
区
と
国
境

を
接
し
て
い
る
極
東
地
域
の
経
済
が
混
乱
し
、
地
域
住
民
の
生
活
必
需
品
を
国

内
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
ソ
連
邦
時
代
に
行
わ
れ
て
い

た
貿
易
の
国
家
独
占
が
廃
止
さ
れ
、
企
業
が
自
由
に
外
国
企
業
と
取
引
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
は
一
九
九
〇
年
代

初
め
に
な
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
開
始
さ
れ
た
改
革
・
開
放
政
策
が
国
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境
地
区
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
ロ
シ
ア
と
の
国
境
四
都
市
（
満

洲
里
、
黒
河
、
綏
芬
河
、
琿
春
）
の
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
方
、
人
的
交
流
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
八
八
年
に
、
国
境
地
区
住
民
は
相

手
国
の
ビ
ザ
が
な
く
て
も
国
境
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を

定
め
た
政
府
間
協
定
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
が
事
実
上
国
境
を
開
放
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
が
交
流
拡
大
に
大
き
く
作
用
し
た
。

　

②
経
済
的
交
流
（
貿
易
）

　

現
在
、
中
ロ
国
境
地
区
間
で
は
貿
易
、
投
資
、
労
務
契
約
な
ど
様
々
な
形
態

の
経
済
的
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
貿
易
は
国
境
地
区
経
済

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
交
流
形
態
で
あ
る
。

　

黒
竜
江
省
の
対
ロ
シ
ア
貿
易
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
は
大
き
な
増
加
を

示
し
た
が
、
そ
の
後
一
旦
縮
小
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
再
び
急
激

に
増
大
し
て
い
る
（
表
１
）。
貿
易
総
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
貿
易
が
も
っ
と

も
縮
小
し
た
一
九
九
八
年
の
六
億
六
九
七
〇
万
米
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
六
年
の

六
六
億
八
七
〇
〇
万
ド
ル
へ
と
ほ
ぼ
一
〇
倍
に
拡
大
し
、
貿
易
総
額
に
占
め
る

対
ロ
比
率
も
三
三・
三
％
か
ら
五
二
％
に
増
大
し
た
。
黒
竜
江
省
の
貿
易
に
占

め
る
対
ロ
比
率
は
一
九
九
八
年
以
降
毎
年
増
大
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は
最
大
の

五
九・三
％
に
ま
で
達
し
た
。

　

黒
竜
江
省
国
境
地
区
の
貿
易
額
も
同
時
期
に
急
激
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、

黒
竜
江
省
全
体
の
対
ロ
貿
易
総
額
を
大
き
く
超
過
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

黒
竜
江
省
国
境
地
区
の
貿
易
は
、
多
く
が
口
岸
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
対
ロ
比
率
は
黒
竜
江
省
全
体
の
比
率
に
比
べ
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
黒
竜
江
省
最
大
の
対
ロ
口
岸
が
あ
る
綏
芬
河
市
で
は
二
〇
〇
四
年
の

対
ロ
貿
易
比
率
は
八
五
％
に
達
し
て
い
る
が
、
黒
竜
江
省
全
体
で
は

五
六・
三
％
で
あ
っ
た
。
黒
竜
江
省
国
境
地
区
の
貿
易
総
額
と
黒
竜
江
省
全
体

の
対
ロ
貿
易
額
の
差
が
前
者
に
有
利
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黒
竜
江
省

国
境
地
区
で
は
対
ロ
貿
易
が
伸
び
て
い
る
と
と
も
に
、
他
の
国
々
と
の
貿
易
も

拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

③
人
的
交
流

　

一
九
九
〇
年
代
初
め
に
は
、
多
く
の
中
国
人
が
荷
物
を
担
ぎ
、
国
境
を
越
え

て
ロ
シ
ア
に
入
り
、
そ
の
地
で
商
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
各
地
で
み
ら
れ
た
。

ま
た
そ
の
逆
に
、
ロ
シ
ア
の
商
人
が
中
国
の
都
市
に
商
品
買
い
付
け
に
く
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
人
的
交
流
の
姿
を
数
字
で
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
一
説
で
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
、
沿
海
地
方
の
国
境
の
町
パ
グ
ラ
ニ
チ

ヌ
イ
地
区
（
対
応
す
る
中
国
の
町
は
綏
芬
河
市
）
で
は
、
そ
こ
に
居
住
す
る
中

国
人
の
数
は
ロ
シ
ア
住
民
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る

（http://w
w
w
.ruseconom

y.ru/nom
er�_200��0/ec2�.htm

l

）。

　

黒
竜
江
省
も
し
く
は
黒
竜
江
省
国
境
地
区
と
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
の
間
の

人
的
交
流
を
明
示
で
き
る
よ
う
な
統
計
は
な
い
の
で
、
黒
竜
江
省
お
よ
び
黒
竜

江
省
国
境
地
区
の
外
国
人
観
光
客
統
計
を
利
用
し
て
、
人
的
交
流
の
姿
を
概
観

し
て
み
よ
う
。
中
国
と
ロ
シ
ア
は
一
九
九
二
年
に
ビ
ザ
な
し
グ
ル
ー
プ
旅
行
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
一
定
の
条
件
の
下
で
グ
ル
ー
プ
旅
行
を
行
う
両
国
国

境
地
区
住
民
は
ビ
ザ
な
し
で
相
手
国
に
入
国
で
き
る
と
い
う
制
度
を
定
め
た
。

ほ
と
ん
ど
の
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
住
民
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
中
国
に
入

国
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
観
光
名
目
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
り
、
外
国
人

観
光
者
の
数
は
局
地
的
人
的
交
流
の
概
要
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

一
九
九
〇
年
に
黒
竜
江
省
が
受
け
入
れ
た
外
国
人
観
光
客
は
三
万
四
〇
〇
〇

人
弱
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
人
は
一
万
三
〇
〇
〇
人
（
外
国
人
受
け
入
れ

表１　中ロ国境地区における貿易総額推移
 （単位：億米ドル）

黒竜江省総額 対ロシア 国境地区

1991 20.1806 8.487

1992 28.8083 17.3081

1993 32.9913 18.9344

1994 24.256 8.0082

1995 23.8645 7.0265

1996 24.4922 8.0257

1997 24.6298 7.9306

1998 20.1047 6.697 7.9122

1999 21.9127 9.167 10.3372

2000 29.862 13.7178 15.9452

2001 33.8454 17.9891 19.6168

2002 43.4934 23.3268 25.1366

2003 53.2964 29.5505 32.553

2004 67.9204 38.2298 44.5547

2005 95.7216 56.7643 64.4085

2006 128.5729 66.8693 94.2626
（出所）『黒竜江省統計年鑑』各年版より作成。



分析リポート

アジ研ワールド・トレンドNo.�60（2009. �）― ��

の
約
四
〇
％
）
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
外
国
人
観
光
客
は

九
九
万
五
〇
〇
〇
人
に
増
加
し
、
ロ
シ
ア
人
は
八
六
万
六
〇
〇
〇
人
（
外
国
人

受
入
数
の
八
七
％
）に
達
し
た（
図
２
参
照
）。
黒
竜
江
省
黒
河
市
で
は
口
岸（
対

応
П
П
は
、
ア
ム
ー
ル
州
の
州
都
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
市
）
を
通
し
て
入

国
し
た
者
は
、
一
九
九
九
年
の
六
万
八
〇
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
は

二
四
万
四
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
黒
竜
江
省
も
し
く
は
黒
竜
江
省

国
境
地
区
へ
の
大
量
の
外
国
人
（
そ
の
大
多
数
は
ロ
シ
ア
人
観
光
客
で
あ
る
）

の
流
入
の
増
大
は
、
口
岸
地
区
の
観
光
収
入
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
増
大
に
つ
な

が
り
、
こ
れ
ら
地
区
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
黒

竜
江
省
の
観
光
収
入
は
一
九
九
五
年
の
六
〇
六
二
万
米
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
六
年

に
は
四
億
九
二
三
三
万
米
ド
ル
に
ま
で
増
大
し
た
。

●
黄
禍
論

　

中
ロ
国
境
地
区
間
に
お
け
る
経
済
的
、
人
的
交
流
の
急
激
な
拡
大
は
、
ロ
シ

ア
国
内
に
緊
張
を
呼
び
お
こ
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
ソ
連
邦
の
解
体
後
、
旧
来

の
国
内
地
域
間
経
済
関
係
が
崩
壊
し
、
そ
れ
ま
で
ソ
連
邦
構
成
共
和
国
や
ロ
シ

ア
中
西
部
と
の
交
易
に
支
え
ら
れ
て
き
た
極
東
地
域
の
経
済
体
系
は
根
底
か
ら

覆
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
は
近
隣
諸
国
と
の
経
済
関
係
強
化

に
活
路
を
見
い
だ
す
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
ソ
連
邦
の
経
済
体
制

の
中
で
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
経
済
構
造
は
資
源
型
重
工
業
に
特
化
し
、
住
民

の
日
用
生
活
必
需
品
は
遠
く
の
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
い
た
た
め
、
国
内
経
済
関

係
の
崩
壊
は
住
民
生
活
を
極
度
に
困
難
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
で
は
中
国
か
ら
商
品
を
担
い
で
極
東
地
域
で
販
売
す
る
、

に
わ
か
商
人
の
数
が
急
激
に
増
加
し
た
。
局
地
的
交
流
の
進
展
は
、
極
東
地
域

住
民
に
生
活
物
資
を
補
給
す
る
と
い
う
点
で
は
ロ
シ
ア
極
東
地
域
住
民
の
肯
定

的
な
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
ロ

シ
ア
極
東
地
域
に
お
け
る
中
国
人
の
存
在
感
が
増
大
し
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
社

会
に
緊
張
を
生
み
出
し
、
中
国
に
よ
る
「
静
か
な
る
拡
張
」、「
黄
禍
」
で
あ
る

と
も
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

確
か
に
、
先
に
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
初
め
以
降
、
そ
れ
ま
で

中
国
人
が
い
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
小
さ
な
町
に
も
大
量
の
中
国
人
が

押
し
か
け
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
し
て

加
速
的
に
増
大
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
の

初
め
に
ロ
シ
ア
社
会
に
緊
張
を
呼
び
起
こ
し
、「
黄
禍
」
論
を
叫
ば
せ
た
、
ビ

ザ
な
し
入
国
制
度
に
よ
る
中
国
人
の
大
量
流
入
と
こ
れ
ら
中
国
人
の
違
法
な
長

図２　黒竜江省への外国人観光客 （単位：左目盛り―人、右目盛り―％）

（出所）表１と同じ。

100,000

0

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

19
90
19
91
19
92
19
93
19
94
19
95
19
96
19
97
19
98
19
99
20
00
20
01
20
02
20
03
20
04
20
05
20
06

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

外国人計
ロシア
日本
ロシア 比率
日本 比率



中国・ロシア国境地区における局地的交流と人口変化

�� ―アジ研ワールド・トレンドNo.�60（2009. �）

期
滞
留
と
い
う
問
題
も
、
ロ
シ
ア
側
当
局
の
措
置
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
不
法
滞

在
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
や
は
り
人
口
希
少
な
極
東
に
お
け
る
中
国
人
の
存
在
感
は
大
き
く
、

ロ
シ
ア
の
一
部
の
政
治
家
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
大
々
的

に
取
り
上
げ
、
シ
ベ
リ
ア
や
極
東
地
域
が
中
国
に
奪
還
さ
れ
る
と
の
危
機
感
を

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
喧
伝
し
続
け
て
い
る
。
ま
た
、「
静
か
な
る
拡
張
」
は

中
国
政
府
の
暗
黙
の
政
策
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
た
。
あ
る
者
に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ま
で
の
地
域
（
本
稿
の
対
象
地
区
で

あ
る
国
境
地
区
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
）
に
約
七
〇
〇
万
人
の
中
国
人
が
住
ん
で
い
る

と
い
い
（http://w

w
w
.forum

.m
sk.ru/files-ni/990�2������2.htm

l

）、
あ

る
者
は
沿
海
地
方
の
住
民
二
五
〇
万
人
の
う
ち
四
〇
万
人
が
中
国
人
だ
と
い
う

（http://w
w
w
.Prim

a-new
s.ru/new

s/new
s/2002/�/�/����.htm

l

）。
移
民

を
研
究
す
る
ロ
シ
ア
専
門
家
の
評
価
で
は
、
こ
の
よ
う
な
数
字
は
ロ
シ
ア
極
東
地

域
の
人
口
規
模
か
ら
し
て
全
く
の
「
神
話
」
に
す
ぎ
な
い
が
、「
神
話
」
に
基

づ
い
た
黄
禍
論
、
脅
威
論
は
中
央
政
治
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領（
当
時
）は
、二
〇
〇
〇
年
に
極
東
地
域
を
視
察
し
た
折
、「
こ

の
地
の
ロ
シ
ア
人
は
数
十
年
後
に
は
主
と
し
て
日
本
語
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
を

話
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
二
〇
〇
二
年
に
も
「
大
量
の
不
法
移
民
が
極

東
住
民
の
雇
用
を
奪
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ロ
シ
ア
国

内
で
の
危
機
感
を
も
と
に
、
二
〇
〇
七
年
に
は
外
国
人
（
そ
の
対
象
は
特
に
中

国
人
と
目
さ
れ
て
い
る
）
が
ロ
シ
ア
国
内
で
小
売
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
ロ
政
府
間
で
締
結
さ
れ
た
ビ
ザ
な
し
入

国
制
度
の
廃
止
や
、
有
効
期
間
短
縮
の
動
き
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
人
の
大
量
「
移
民
」
は
神
話
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
口
希
少
な
極
東
地

域
に
お
け
る
中
国
人
の
存
在
感
は
や
は
り
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

中
国
人
が
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
に
大
量
に
流
入
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
が
、

中
ロ
国
境
地
域
に
お
け
る
人
口
の
不
均
衡
に
よ
る
流
出
圧
力
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
中
ロ
国
境
地
区
に
お
け
る
人
口
状
況
を
検
討
す
る
こ

と
に
す
る
。

●
中
ロ
国
境
周
辺
地
区
に
お
け
る
人
口
状
況

　

①
人
口
推
移

　

中
ロ
国
境
を
挟
ん
だ
両
側
地
域
に
お
け
る
人
口
変
化
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
相
反

し
て
い
る
。
極
東
地
域
全
体
の
人
口
は
、
一
九
九
一
年
初
め
（
推
計
人
口

八
〇
六
万
六
〇
〇
〇
人
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
初
め
に
は

六
五
〇
万
九
〇
〇
〇
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
極
東
地
域
の
人
口
は
中
国
と
の
国

境
地
区
（
南
部
地
区
）
に
集
中
し
て
お
り
（
六
八・七
％
、
二
〇
〇
七
年
初
め
）、

北
部
地
区
に
比
べ
て
人
口
減
少
率
は
小
さ
い
も
の
の
、
や
は
り
こ
の
間

五
二
〇
万
一
〇
〇
〇
人
か
ら
四
四
七
万
二
〇
〇
〇
人
へ
と
七
三
万
人
も
減
少
し

た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
黒
竜
江
省
の
人
口
は
こ
の
間
三
五
四
三
万
人
か
ら

三
八
二
三
万
人
へ
と
、
二
八
〇
万
人
も
増
加
し
た
。

　

中
ロ
国
境
地
区
の
人
口
を
数
字
で
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
九
九
四
年
以

降
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
一
三
年
間
に
黒
竜
江
省
全
体
で
は
一
五
一
万
人
、
黒

竜
江
省
国
境
地
区
で
は
四
〇
万
六
三
〇
〇
人
の
人
口
が
増
加
し
た
が
、
極
東
国

境
地
区
で
は
五
六
万
五
〇
〇
〇
人
も
減
少
し
た
（
表
２
）。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
時
期
が
国
境
を
接
す
る
地
区
に
と
っ
て
ど
ん
な
時
期

で
あ
っ
た
の
か
を
、
地
域
総
生
産
と
貿
易
を
用
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

黒
竜
江
省
国
境
地
区
の
地
域
総
生
産
デ
ー
タ
は
な
い
た
め
、
比
較
の
都
合
上
こ

こ
で
は
黒
竜
江
省
と
ロ
シ
ア
極
東
地
域
を
比
較
す
る
。
一
九
九
七
年
を
一
〇
〇

と
し
た
時
、
二
〇
〇
五
年
に
は
ロ
シ
ア
極
東
地
域
は
一
三
一・
二
で
あ
っ
た
が

（
全
国
は
一
五
二
）、
黒
竜
江
省
は
二
〇
八・四
（
全
国
は
一
九
八・六
）
で
あ
っ

た
。
一
方
、
貿
易
に
つ
い
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
は
一
九
九
八
年

の
二
一
億
九
〇
二
〇
万
米
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
六
九
億
二
三
三
〇
万
米
ド

ル
へ
と
、
金
額
に
し
て
四
七
億
三
三
一
〇
万
米
ド
ル
、
率
に
し
て
三・
一
六
倍

増
加
し
た
の
に
対
し
、
黒
竜
江
省
国
境
地
区
は
七
億
九
一
二
二
万
米
ド
ル
か
ら

六
四
億
四
〇
八
五
万
米
ド
ル
へ
と
、
金
額
に
し
て
五
六
億
四
九
六
三
万
米
ド
ル
、

率
に
し
て
八・一
四
倍
増
加
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
の
黒
竜
江
省
国
境
地
区
貿

易
額
は
極
東
国
境
地
区
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
九
四
億
二
六
二
六
万
米

ド
ル
、
八
六
億
七
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
）。
つ
ま
り
、
生
産
に
お
い
て
も
貿
易
に
お

い
て
も
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
は
黒
竜
江
省
に
比
べ
て
発
展
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
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が
わ
か
る
。
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
経
済
は
一
九
九
九
年
以
降
プ
ラ
ス
成
長
を
続

け
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
全
国
の
発
展
に
比
べ
て
遅
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
黒
竜
江
省
の
経
済
は
、
こ
の
間
全
国
の
成
長
率
を
上
回
っ
て
成
長

し
て
い
る
。

　

②
人
口
変
化
の
要
因

　

極
東
地
域
の
人
口
は
、
経
済
が
一
九
九
九
年
以
降
プ
ラ
ス
成
長
を
続
け
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
毎
年
減
少
し
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
黒

竜
江
省
国
境
地
区
と
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
で
は
ど
の
よ
う
な
人
口
的
要
因
に

よ
っ
て
人
口
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
検
討
す
る
（
表
３
）。

　

黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
は
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
間
に

四
〇
万
六
〇
〇
〇
人
の
人
口
増
加
が
あ
っ
た
が
、
人
口
変
化
の
要
因
と
し
て
は
、

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ
る
自
然
増
加
が
六
七
万
七
〇
〇
〇
人
増
加
し
た
の

に
対
し
、
人
口
の
流
入
と
流
出
の
差
で
あ
る
社
会
増
加
は
二
七
万
人
減
少
し
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
で
は
こ
の
間
五
六
万
五
〇
〇
〇
人
の
人
口
減
少

が
あ
り
、人
口
変
化
の
要
因
と
し
て
は
、自
然
増
加
も
社
会
増
加
も
純
減
で
あ
っ

た
（
そ
れ
ぞ
れ
二
五
万
一
〇
〇
〇
人
、
三
一
万
五
〇
〇
〇
人
）。
人
口
の
純
流

出
は
国
境
の
両
側
で
認
め
ら
れ
る
が
、
黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
は
純
流
出
人
口

を
上
回
る
自
然
増
加
が
あ
る
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
で
は
自
然
増
加
も

純
減
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
両
国
境
地
区
に
お
け
る
人
口
変
化
ベ
ク
ト
ル
の
違
い

と
な
っ
て
現
れ
た
。
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
自
然
増
加
が
純
減
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
死
亡
率
が
急
激
に
上
昇
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
一
年
、

六
一
％
）
す
る
一
方
、
出
生
率
が
低
下
（
三
六
％
）
し
、
出
生
数
と
死
亡
数
に

逆
転
現
象
が
起
き
た
た
め
で
あ
る
。

　

黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
も
人
口
の
純
流
出
は
起
き
て
い
る
が
、
他
地
方
か
ら

の
出
稼
ぎ
な
ど
の
よ
う
な
流
動
人
口
は
地
区
定
住
人
口
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、
実
際
の
居
住
人
口
は
公
表
さ
れ
て
い
る
統
計
数
字
よ
り
多
い
。
黒
竜
江

省
国
境
地
区
の
流
動
人
口
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
示
す
デ
ー
タ
は
な
い
が
、

ロ
シ
ア
と
の
辺
境
貿
易
が
盛
ん
な
内
蒙
古
自
治
区
満
洲
里
市
で
は
二
〇
〇
六
年

の
定
住
人
口
約
一
六
万
人
に
対
し
、
流
動
人
口
は
五
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
流
動
人
口
の
六
五
％
は
辺
境
（
小
額
）
貿
易
、
飲
食
業
お
よ
び
商
業
な
ど

表３　人口変化の要因 （単位：万人）

黒竜江省国境地区 ロシア極東国境地区

自然増加 社会増加 自然増加 社会増加

1992

1993

1994 8.2 2.9

1995 7.9 -1.1 -1.68 -4.12 

1996 7.6 3.4 -1.95 -3.75 

1997 6.9 -0.8 -1.81 -3.89 

1998 6.2 -4.0 -1.52 -3.98 

1999 6.0 -0.3 -2.28 -4.12 

2000 6.7 4.5 -2.44 -2.56 

2001 6.3 -1.9 -2.28 -3.82 

2002 5.1 -1.6 -2.31 -1.89 

2003 3.5 -7.4 -2.30 -0.80 

2004 4.5 -1.7 -2.25 -0.75 

2005 3.0 -13.4 -2.48 -0.82 

2006 4.0 -2.7 -1.84 -0.86 

2006-1995 67.7 -27.0 -25.1 -31.4

 （出所）表１と同じ。

表２　国境周辺地区の人口推移 （単位：万人）

中国黒竜江省 ロシア極東地域

全　域 国境地区 全　域 国境地区

1992 3608

1993 3640 1269.3

1994 3672 1280.37 751.8 503.7 

1995 3701 1287.1 736.0 497.9 

1996 3728 1298.1 724.8 492.2 

1997 3751 1304.2 713.7 486.5 

1998 3773 1306.4 702.7 481.0 

1999 3792 1312.6 691.3 474.6 

2000 3807 1323.3 683.2 469.6 

2001 3811 1327.7 674.3 463.5 

2002 3813 1331.2 668.0 459.3 

2003 3815 1327.36 663.4 456.2 

2004 3816.8 1330.14 659.3 453.2 

2005 3820 1319.7 654.7 449.9 

2006 3823 1321   650.9 447.2 

2006-1994 151 40.63 100.9 -56.5
（出所） 『黒竜江省統計年鑑』およびРоссийский статистический ежегодник

（ロシア統計年鑑）各年版より作成。
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ロ
シ
ア
人
を
相
手
と
す
る
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
対
ロ
シ

ア
貿
易
が
盛
ん
な
黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
も
定
住
人
口
に
現
れ
な
い
流
動
人
口

の
存
在
が
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
地
区
人
口
に
と
っ
て
比
較
的
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
ま
と
め
と
若
干
の
展
望

　

中
ロ
国
境
地
区
に
お
け
る
局
地
的
交
流
は
経
済
（
貿
易
）
の
面
で
も
人
的
交

流
の
面
で
も
拡
大
し
て
い
る
が
、
両
地
区
に
お
け
る
人
口
状
況
は
相
反
し
て
い

る
。
黒
竜
江
省
辺
境
地
区
で
は
人
口
の
純
流
出
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て

地
区
人
口
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
の
要
因
は
人
口
の
自
然
増
加
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
で
は
自
然
増
加
の
純
減
と
人
口
の
純
流
出
に
よ
る

二
重
の
減
少
効
果
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

　

中
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
「
静
か
な
る
拡
張
」
や
「
黄
禍
」
論
は
、
国
境
両

側
地
区
に
お
け
る
大
き
な
人
口
格
差
が
圧
力
と
な
っ
て
過
剰
人
口
の
中
国
か
ら

過
少
人
口
の
ロ
シ
ア
へ
と
人
口
が
流
れ
、
大
量
の
不
法
移
民
が
ロ
シ
ア
に
滞
留

し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
論
拠
に
し
て
い
る
。
国
境
両
側
地
区
の
人

口
状
況
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
地
区
で
の
人
口
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
今
後
、
中
国
国
境
地
区
か

ら
ロ
シ
ア
の
国
境
地
区
へ
の
人
口
流
出
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
、
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
近
年
、
ロ
シ
ア
で
は
ビ
ザ
な
し
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
対
す
る
管
理

の
強
化
や
外
国
人
が
ロ
シ
ア
国
内
で
小
売
り
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る
な
ど
、
中
国
人
に
対
し
て
入
国
管
理
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
中
国

人
の
不
法
滞
在
は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
く
な
り
、
市
場
か
ら
中
国
人
の
姿
が
見
え
な

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
「
黄
禍
」
論

を
引
き
起
こ
し
た
大
量
の
不
法
滞
在
者
問
題
は
、
第
一
義
的
に
ロ
シ
ア
入
国
管

理
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
は
人
口
が
増
加
し
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地

区
で
は
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
人
口
状
況
は
国
境
地
区
の
局
地
的
交
流
に
対

し
、
黒
竜
江
省
国
境
地
区
と
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
に
異
な
っ
た
影
響
を
与
え

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

黒
竜
江
省
国
境
地
区
で
は
、
経
済
交
流
の
面
で
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

地
区
の
貿
易
に
占
め
る
対
ロ
比
率
が
高
い
た
め
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
お
よ
び
極

東
国
境
地
区
人
口
の
減
少
は
、
輸
出
市
場
の
縮
小
と
い
う
形
で
辺
境
貿
易
に
影

響
を
与
え
る
。
現
在
、
黒
竜
江
省
国
境
地
区
か
ら
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
へ
の

輸
出
は
、
住
民
の
生
活
物
資
（
日
用
生
活
品
、
食
料
品
な
ど
）
が
主
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
内
、
日
用
生
活
品
の
多
く
は
国
境
地
区
で
は
な
く
、
中
国
東
部
で

生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
境
地
区
で
は
辺
境
貿
易
効
果
を
ね
ら
っ
て
輸
出

向
け
の
消
費
財
生
産
基
地
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
極

東
地
域
に
お
け
る
市
場
縮
小
の
可
能
性
は
こ
の
構
想
に
対
し
て
も
制
約
要
因
と

な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
で
は
、
人
的
交
流
の
面
で
影
響
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
地
区
の
急
激
な
人
口
減
少
は
、
労
働
年
齢
人
口
の
減
少
と
人

口
高
齢
化
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
大
量
の

外
国
人
労
働
力
の
導
入
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
外
国
人

労
働
者
の
大
量
受
け
入
れ
は
、
ロ
シ
ア
極
東
国
境
地
区
に
お
け
る
外
国
人
労
働

者
、
特
に
中
国
人
の
存
在
感
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
ロ
シ
ア
社
会
に
一
層
の
緊
張
感
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
ひ
ら
い
ず
み　

ひ
で
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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